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撮像素子に相補型金属酸化膜半導体（CMOS）センサーを搭載した世界初のデジタ
ルカメラである。CMOSセンサーはノイズ低減が困難なために、当時のデジタルカ
メラでは電荷結合素子(CCD)センサーしか採用されていなかった。東芝が開発した
CMOSセンサーを市販品として世界で初めて本機に搭載し、ボディの小型化と省電
力化を図った。また、記録媒体にスマートメディアを使用するとともに、本体を
パソコンのスロットに差し込むデータ転送法も採用している。本機はその後の
CMOSセンサー搭載デジタルカメラの先駆けとなった。
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